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☐
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☐
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経済

環境

事業者名 株式会社　地建

当社の「不動産を通じて地域社会に貢献する」という企業理念のもと、住み続けられるまちづくりを目指し
ます。
また、これからは環境・社会・企業統治に配慮し社会的責任を負える企業を目指していきます。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞

a

＜2030年のSDGs達成に向けた経営方針と目指す姿＞

更新

三側面
（分野に☑）

環境

社会

SDGsに関する重点的な取組み

DX化やデータでのやり取りを増やしペーパーレ
ス化を進める

入居者へのハザードマップの提示をする
県内の管理物件の維持管理を行う

・「三側面」、「前期のSDGsに関する重点的な取組み」と「前期の指標」には、前回登録申請した際に記載した「三側面」、「SDGsに関する重点的な
取組み」と「指標」をそのまま転記してください。
・「取組みの進捗状況」には、前期の重点的な取組みの実施状況を記載してください。指標が未達成の場合は、その理由等も記載してください。
・「前期の指標に対する実績」には、「前期の指標（数値目標）」に対する実績を数値を用いて記載してください。
※提出前に全てセルが青色から白色に変更になっているかをご確認ください。

＜パートナーシップ＞

・「パートナーシップ」には、企業やNPO法人、行政など関係機関との連携を記載してください。

熊本市企業立地推進室と業務提携し、優良県外企業への土地斡旋や熊本県宅地建物取引業協会本部の役
員として相談、空き家対策等を行っています。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標に係るこれまでの進捗状況＞

環境

社会

社会

経済

環境

環境

社会

経済

DX化やデータでのやり取りを増やしペーパーレス化を進
める

2024年紙の使用量実績を
2021年紙の使用量実績から
10％減らす

従業員の保有資格の拡充による従業員の能力向上

社会

経済

環境

社会

経済 4名

・「SDGsに関する重点的な取組み」には環境・社会・経済の三側面の全てについて、重点的な取組みを記載してください。なお、取組みが複数の分
野に該当する場合は、それぞれの分野にチェックを入れてください。
・「指標（更新時に向けた数値目標）」には、それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に、それを評価するための指標項目と、現状の数値
および更新時（3年後）の数値目標を記載してください。前期と同じ取組みの場合は、現状の数値と下記の前期実績が一致しているかをご確認く
ださい。

前期の指標に対する実績

（分野に☑）

退去に伴う原状回復を再生資源
を優先的に使用する部屋数を
2024年までに全体の30％ま
で増やす

前期の指標に対する実績

入居者へのハザードマップの提示をする
県内の管理物件の維持管理を行う

進捗状況（実施状況および達成・未達成状況、未達成の場合理由記載）

家主様のＳＤＧｓへの理解を多数いただき達成。

経済

進捗状況（実施状況および達成・未達成状況、未達成の場合理由記載）

a

a
資格手当の拡充を行ったが未達成。 2024年3名

a
電子申込の活用によって達成。

項目
2021年と比較した際退去に伴う原
状回復を再生資源を優先的に使用
する部屋数の増加量割合

三側面
（分野に☑）

現状（2025年） 更新時（3年後）

従業員の保有資格の拡充による従業員の能力向
上 現状（2025年） 更新時（3年後）

2024年10％減

前期のSDGsに関する重点的な取組み

進捗状況（実施状況および達成・未達成状況、未達成の場合理由記載）

前期の指標

3名

前期の指標に対する実績

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

（分野に☑）

2024年までに宅建士を４名に
増やす

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

2024年30％増

指標
（更新時に向けた数値目標）

項目
2021年と比較した際の紙の使用
量実績減少量割合

現状（2025年） 更新時（3年後）

90％

30％ 35％

項目 宅建士数

80％


